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MARCH

◉
ト
ー
ク
ス
ク
エ
ア

わ
さ
び
の
に
お
い
で
火
災
を
知
ら
せ
る

臭
気
発
生
装
置
で
イ
グ
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞

株
式
会
社
シ
ー
ム
ス
代
表
取
締
役
社
長   

漆
畑 
直
樹
氏

グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
・
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
デ
ザ
イ
ン
賞

エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
大
賞
を
受
賞

日
鉄
住
金
建
材（
株
）の
ノ
ン
フ
レ
ー
ム
工
法

®
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安
全
・
安
心
で
豊
か
な
社
会
づ
く
り
に
貢
献

◉
も
の
づ
く
り
の
原
点

　
特
別
企
画

時
代
が
求
め
る「
機
能
」と

「
使
い
方
」を
追
求
す
る
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挑戦しています。夢のものづくり

鋼管事業部 東京製造所 鋼管工場

小谷 浩生  （2008年入社、機械工学科）

設備・操業・品質まで幅広い見識を持つ
“マルチな鋼管技術屋”を目指す

S e r i e s

大
学
時
代
、
多
彩
な
要
素
技
術
で
構
成
さ
れ

る
人
工
衛
星
の
制
御
装
置
の
設
計
を
経
験
し
、チ
ー

ム
で
一
つ
の
こ
と
を
地
道
に
成
し
遂
げ
る
面
白
さ

を
知
っ
た
。
採
用
担
当
者
の
話
を
聞
き
、
新
日
鉄

に
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
高
さ
や
チ
ー

ム
を
ま
と
め
る
力
を
発
揮
で
き
る
土
壌
が
あ
る
こ

と
に
魅
か
れ
た
。

「
家
電
や
自
動
車
、
重
機
な
ど
産
業
界
す
べ
て

の
原
点
と
い
え
る〝
鉄
〞の
仕
事
に
チ
ー
ム
プ
レ
ー

で
取
り
組
む
の
は
や
り
が
い
が
あ
る
だ
ろ
う
と

思
い
ま
し
た
。
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
操
業
技

術
の
業
務
は
、
現
場
ス
タ
ッ
フ
や
本
社
の
設
備

技
術
部
門
な
ど
関
係
者
と
対
話
し
な
が
ら
、制
御
・

機
械
・
操
業
条
件
な
ど
の
要
素
技
術
を
最
適
に

ま
と
め
る
仕
事
。
自
分
の
持
ち
味
が
活
か
せ
て

い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
」

入
社
後
、
君
津
製
鉄
所
第
4
高
炉
の
三
交
代

研
修
を
経
験
し
て
鉄
づ
く
り
の
根
源
を
体
感
し
、

そ
の
後
、
同
所
の
鍛
接
管
工
場
に
配
属
さ
れ
た
。

タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
た
の
は
、
鍛
接
管

の
新
規
市
場
開
拓
を
狙
っ
て
開
発
さ
れ
た「
段
付

鋼
管
」（
※
）の
安
定
製
造
検
討
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
鋼

管
に
安
定
的
に
規
則
的
な
溝
を
付
け
る
新
設
備

の
導
入
を
検
討
し
た
が
、
新
た
に
大
き
な
設
備

を
導
入
す
る
の
で
は
な
く
、
既
存
設
備
の
操
業

条
件
を
精
査
し
、
既
存
設
備
の
能
力
を
最
大
限

引
き
出
す
こ
と
で
莫
大
な
投
資
を
回
避
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
そ
し
て
昨
秋
、
そ
の
実
績
を
横
展

開
す
る
使
命
を
担
っ
て
東
京
製
造
所
に
異
動
し
た
。

「
こ
の
経
験
は
大
き
な
自
信
に
つ
な
が
り
、
机

上
の
計
算
で
設
計
の
精
緻
さ
だ
け
を
求
め
る
の
で

は
な
く
、
外
乱
も
考
慮
し
た
最
適
な
オ
ー
ダ
ー
感

を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
鋼
管
技

術
屋
と
し
て
の
夢
は
、
現
在
は
国
内（
東
京
製
造

所
）だ
け
で
生
産
し
て
い
る
シ
ー
ム
レ
ス
鋼
管（
継

目
無
鋼
管
）に
つ
い
て
、
初
の
海
外
ミ
ル
を
現
地

に
赴
い
て
立
ち
上
げ
る
こ
と
で
す
」

鋼管の検査を行う現場スタッフと

※段付鋼管：2005年に新日鉄が開発。土木・建築向け鋼管で、主に住宅基礎に挿入する芯材として使われる。セメントや土壌と
　鋼材を一体化させることで高強度の基礎を形成できる。
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※1  グッドデザイン・サステナブルデザイン賞
（財）日本産業デザイン振興会が主催するグッドデザイン賞の受賞
作品の中から、「地球環境問題を踏まえ、持続可能な社会の実現を
めざしている」と認められた作品だけに贈られる特別賞。

※2  エコプロダクツ大賞
エコプロダクツ大賞推進協議会主催。環境負荷低減に配慮した製品・
サービスの開発・普及を目的として、独創性に富み社会から高く
評価されている優れたエコプロダクツに贈られる。

日鉄住金建材（株）の斜面防災商品「ノンフレーム工法®」が今年度、グッド
デザイン・サステナブルデザイン賞（経済産業大臣賞）（※1）とエコプロダクツ
大賞（国土交通大臣賞）（※2）をダブル受賞した。ノンフレーム工法をはじめ、
環境性能に優れる「エコプロダクツ®」を提供し安全・安心で豊かな社会づくり
に貢献する、日鉄住金建材の製品ラインナップを紹介する。

防災対策エコプロダクツ®

安全・安心で豊かな社会づくりに貢献
日鉄住金建材（株）

シリーズ VOL.23
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図2　「樹木の根が持つ、がけ崩れ防止効果」メカニズムの考え方

斜
面
防
災
と
森
林
保
全
の
両
立

日
本
で
は
土
砂
災
害
の
脅
威
か
ら
人
命
や

財
産
を
守
る
た
め
に
斜
面
防
災
工
事
が
行
わ
れ
、

そ
の
効
果
を
発
揮
し
て
き
た
。
し
か
し
樹
木

を
伐
採
し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
覆
い
固
め
る

従
来
工
法
で
は
、
防
災
と
引
き
換
え
に
自
然

環
境
が
損
な
わ
れ
て
き
た
こ
と
は
否
め
な
い（
写

真
1
）。
こ
の
問
題
を
解
決
す
べ
く
、「
斜
面
防

災
と
森
林
保
全
の
両
立
」を
目
指
し
て
開
発
さ

れ
た
革
新
的
な
技
術
が
ノ
ン
フ
レ
ー
ム
工
法
だ
。

本
工
法
の
開
発
思
想
に
つ
い
て
、
商
品
開
発

セ
ン
タ
ー
の
岩
佐
直
人
は
語
る
。

「
本
来
、
森
林
に
は
斜
面
の
安
定
性
を
高
め

る
効
果
以
外
に
も
C
O
2 

削
減
や
生
物
多
様

性
維
持
な
ど
の
、
多
面
的
な
機
能
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
森
林
生
態
系
の
成
立
基
盤
で
あ
る
森

林
土
壌
層
は
、
1
セ
ン
チ
形
成
さ
れ
る
の
に

1
0
0
年
の
歳
月
が
必
要
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
が
け
崩
れ
を
防
止
す
る
た
め
に
、
樹
木

を
切
り
倒
し
、
長
い
歳
月
を
か
け
て
育
ま
れ
た

土
壌
を
除
去
し
て
構
造
物
で
補
強
し
た
斜
面
が
、

再
び
森
林
を
形
成
す
る
た
め
に
は
多
大
な
時

間
が
必
要
で
す
。
そ
の
よ
う
な
技
術
に
疑
問

を
感
じ
、
ノ
ン
フ
レ
ー
ム
工
法
の
開
発
に
取

り
組
み
ま
し
た
」

自
然
か
ら
学
び
ブ
レ
イ
ク
ス
ル
ー

ノ
ン
フ
レ
ー
ム
工
法
は
、
斜
面
の
安
定
し

た
基
岩
層
ま
で
補
強
材
と
呼
ば
れ
る
鋼
棒（
ロ
ッ

ク
ボ
ル
ト
）を
打
ち
込
み
、
さ
ら
に
支
圧
板
同

士
を
ワ
イ
ヤ
ー
で
連
結
し
て
斜
面
を
安
定
さ
せ

る
技
術（
図
1
）で
あ
る
。
こ
れ
は「
樹
木
の
根

が
持
つ
、
が
け
崩
れ
防
止
効
果
」（
図
2
・
3
）

を
ヒ
ン
ト
に
開
発
さ
れ
た
。

そ
の
原
点
は
1
9
8
5
年
に
検
討
を
試
み

た
、
斜
面
に
ワ
イ
ヤ
ー
を
く
も
の
巣
の
よ
う
に

張
り
め
ぐ
ら
し
、
そ
の
交
点
に
鋼
棒（
ロ
ッ
ク

ボ
ル
ト
）を
打
設
し
て
自
然
斜
面
を
安
定
さ
せ

る
と
い
う
ア
イ
デ
ア
に
あ
る
。
し
か
し
当
時
の

環
境
に
対
す
る
意
識
は
今
日
ほ
ど
高
く
は
な
く
、

斜
面
防
災
工
事
で
も
樹
木
を
伐
採
す
る
の
が

普
通
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
森
林
を
残
す

と
い
う
ア
イ
デ
ア
は
突
飛
過
ぎ
て
市
場
ニ
ー

ズ
に
適
合
せ
ず
、
開
発
を
断
念
し
た
。

こ
の
ア
イ
デ
ア
が
日
の
目
を
見
た
の
は

1
9
9
5
年
、
長
崎
県
長
崎
市
福
田
地
区
の

斜
面
防
災
工
事
だ
。
本
地
区
の
斜
面
上
部
に
は

史
跡
の
福
田
城
址
、
さ
ら
に
斜
面
直
下
に
は

人
家
や
公
共
施
設
が
立
ち
並
ぶ
と
い
う
厳
し

い
条
件
で
、
樹
木
伐
採
や
表
土
の
除
去
が
で

き
ず
、
対
策
工
事
の
計
画
に
行
き
詰
ま
っ
て
い

一般的に山の斜面では、安定
した基岩層の上に、崩壊しや
すい土壌層が形成されている。
基岩層には水が浸み込みにく
いため、豪雨時には土壌層に
雨水が溜まり、基岩層と土壌
層の境界がすべり面となって、
崩壊（がけ崩れ）が発生する。
しかし基岩層まで樹木の根が
張っている斜面では、根が崩
壊に抵抗し、がけ崩れを防ぐ
働きをする。

出典：「樹木根系が有する斜面崩壊防止機能の評価方法に関する研究」
　　　日本大学生物資源科学部森林資源科学科・阿部和時教授（森林総合研究所報告、1997）

写真1　従来工法との比較

すべり面

崩壊力

根

水平方向の抵抗力
（崩壊力の低減効果）根に生じる張力

垂直方向の抵抗力
（直応力増加効果）

土壌層

基岩層

支圧板

ロックボルト

ワイヤー

根株

側根

根株

直根

支圧板

 図 1　ノンフレーム工法施工イメージ

 図 3　樹木の根をヒントに開発された
　　　 ノンフレーム工法

ノ
ン
フ
レ
ー
ム
工
法

® 

が
け
崩
れ
を
防
ぎ〝
ふ
る
さ
と
〞の
自
然
も
守
る 
ノ
ン
フ
レ
ー
ム
工
法

®  
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た
。
そ
ん
な
と
き
、
施
主
で
あ
る
長
崎
林
業

事
務
所
か
ら「
樹
木
を
伐
採
し
な
い
で
、
森
林

の
斜
面
安
定
効
果
を
活
用
す
れ
ば
よ
い
の
で

は
な
い
か
」と
い
う
逆
転
の
発
想
が
提
示
さ
れ

た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
10
年
の
歳
月
を
経
て
、

先
の
ア
イ
デ
ア
が
蘇
っ
た
の
で
あ
る
。

直
ち
に
ア
イ
デ
ア
の
具
現
化
に
取
り
組
み
、

鋼
棒
・
支
圧
板
・
ワ
イ
ヤ
ー
を
用
い
て
自
然

斜
面
の
が
け
崩
れ
を
防
ぐ
技
術
を
開
発
し
た
。

こ
の
新
技
術
は
、
福
田
地
区
で
の
初
採
用
を

皮
切
り
に
、
全
国
的
に
需
要
を
拡
大
。
並
行

し
て
数
多
く
の
試
験
・
研
究
や
調
査
を
重
ね
、「
樹

木
を
活
か
し
て
斜
面
を
守
る
」技
術
を
確
立
す

る
に
至
っ
た
。

近
年
、
ノ
ン
フ
レ
ー
ム
工
法
の
需
要
分
野

は
公
共
事
業
以
外
に
も
鉄
道
、
高
速
道
路
な

ど
多
方
面
に
広
が
り
、
2
0
1
0
年
度
に
は

累
計
施
工
実
績
が
1
0
0
万
㎡
を
突
破
し

た（
写
真
2
）。
そ
の
間
に
は
新
潟
県
中
越
地

震（
2
0
0
4
年
10
月
）、
中
国
・
九
州
北
部

豪
雨（
2
0
0
9
年
7
月
）、
東
日
本
大
震
災

（
2
0
1
1
年
3
月
）を
は
じ
め
と
す
る
大
災

害
が
各
地
を
襲
っ
た
が
、
い
ず
れ
の
災
害
か

ら
も
ノ
ン
フ
レ
ー
ム
工
法
は
斜
面
を
守
り
、

そ
の
効
果
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に

向
け
て

森
林
を
活
か
し
た
斜
面
防
災
を
実
現
し
た

ノ
ン
フ
レ
ー
ム
工
法
。
そ
の
環
境
性
能
は
極

め
て
高
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
に
お
い
て
環

境
負
荷
を
低
減
し
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実

現
に
貢
献
し
て
い
る
。

例
え
ば「
捨
て
れ
ば
ゴ
ミ
、
活
か
せ
ば
資
源
」

と
い
う
言
葉
も
あ
る
通
り
、
こ
れ
ま
で
伐
採

し
た
樹
木
は
廃
棄
物
と
な
っ
て
い
た
が
、
ノ

ン
フ
レ
ー
ム
工
法
で
あ
れ
ば
、
廃
棄
物
の
削

減
が
図
れ
る
う
え
に
、
森
林
資
源
と
し
て
地

球
温
暖
化
防
止
に
も
つ
な
が
る
。

ま
た
大
幅
な
省
資
源
化
も
可
能
だ
。
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
主
体
の
従
来
工
法
に
対
し
て
、

ノ
ン
フ
レ
ー
ム
工
法
は
鉄
の
特
性
を
活
か
し

て
構
造
物
が
小
型
化
さ
れ
て
お
り
、
資
源
の

使
用
量
を
大
幅
に
削
減
で
き
る（
図
4
）。

2
0
1
1
年
に
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
・
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
デ
ザ
イ
ン
賞（
経
済
産
業
大
臣
賞
）

と
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
大
賞（
国
土
交
通
大
臣
賞
）

を
ダ
ブ
ル
受
賞
し
た
の
も
、
景
観
や
環
境
を

損
な
う
と
思
わ
れ
が
ち
な
公
共
事
業
の
中
で
、

持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
に
貢
献
す
る
ノ
ン
フ

レ
ー
ム
工
法
へ
の
高
い
期
待
の
表
れ
だ
。
土

木
鉄
構
商
品
部
の
池
田
武
穂
は
抱
負
を
語
る
。

「
斜
面
防
災
に
限
ら
ず
こ
れ
ま
で
の
資
源
消

費
型
の
社
会
は
、
そ
の
繁
栄
と
引
き
換
え
に
環

境
に
大
き
な
負
荷
を
与
え
て
き
ま
し
た
。
今
後
、

こ
の
社
会
構
造
が
省
資
源
・
資
源
循
環
型
へ

と
転
換
し
て
い
く
中
で
、
鉄
鋼
建
材
メ
ー
カ
ー

と
し
て
社
会
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
」

日鉄住金建材（株）
商品開発センター　土木商品開発部長

岩佐 直人

日鉄住金建材（株）
土木鉄構商品部　ノンフレーム推進班長

池田 武穂

施工直後

写真2　ノンフレーム工法施工事例（北海道増毛町）

施工後3ヵ月
私たちは“ふるさと”を森林のある風景を含めてその記憶の中に留めている。小学生の通学路が、崩壊の危険性がある斜面
を横切っている現場に、ノンフレーム工法が施工された。本工法が“ふるさと”の自然を守っている一例。

1,000m2 当たりモデルケース

砂など セメント 水 鋼材

160

140
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100
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20

0

使用量（t）

ノンフレーム工法
従来工法

図 4　従来工法との資源使用量の比較例
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土木鉄構商品部　土木鉄構商品営業室長

加藤 貴章
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日
本
の
国
土
の
約
70
％
は
急
峻
な
山
地
で
、

豪
雨
や
融
雪
な
ど
に
よ
り
土
石
流
や
洪
水
と
い
っ

た
自
然
災
害
が
頻
発
し
、
人
命
や
財
産
に
多
大

な
損
害
を
与
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
災
害

を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
新
日
鉄
は
1
9
7
3
年

に
鋼
材
の
持
つ
長
所
を
活
か
し
、
土
石
流
を
効

果
的
に
捕
捉
す
る
鋼
製
透
過
型
え
ん
堤「
鋼
製
ス

リ
ッ
ト
ダ
ム
Ａ
型
」を
日
本
で
初
め
て
建
設
省（
現

国
土
交
通
省
松
本
砂
防
工
事
事
務
所
）と
共
同

開
発
。
当
社
は
そ
の
技
術
を
継
承
・
発
展
さ
せ
、

1
9
8
9
年
に「
鋼
製
ス
リ
ッ
ト
ダ
ム
Ｂ
型
」を

開
発
し
ま
し
た
。

鋼
製
透
過
型
え
ん
堤（
写
真
3
・
4
）は
防
災

面
だ
け
で
な
く
、
渓
流
の
流
れ
を
遮
断
し
な
い
こ

と
か
ら
平
常
時
の
自
然
な
土
砂
の
流
れ
は
妨
げ
ず
、

生
態
系
の
維
持
、
中
下
流
域
の
河
床
低
下
や
海
岸

線
の
後
退
を
防
ぐ
な
ど
、
自
然
環
境
を
保
全
す
る

機
能
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
2
0
0
5
年

に
完
成
し
た
雲
仙
・
普
賢
岳
の
水
無
川
3
号
砂
防

え
ん
堤
工
事
で
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
ご
と
に
組
み
上
げ

て
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
鋼
製
ス
リ
ッ
ト
ダ
ム

Ｂ
型
の
優
れ
た
施
工
性
が
評
価
さ
れ
採
用
に
至
り
、

（
株
）フ
ジ
タ
に
よ
っ
て
世
界
で
初
め
て
無
人
化
施

工
に
成
功（
写
真
4
）。
こ
れ
ま
で
に
1
0
0
0
基

を
超
え
る
豊
富
な
実
績
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

当
社
は
さ
ら
に
2
0
0
7
年
に「
鋼
製
ス
リ
ッ

ト
え
ん
堤
Ｔ
型
」（
写
真
3
）を
開
発
し
ま
し
た
。

基
礎
と
非
越
流
部
の
3
面
で
鋼
構
造
部
を
支
持

す
る
こ
と
で
、
土
石
流
の
大
き
な
力
を
受
け
て

も
全
体
倒
壊
に
つ
な
が
ら
な
い
安
全
な
平
面
格

子
構
造
と
、
部
材
が
破
損
し
た
場
合
も
脱
着
が

容
易
な
鞘
管
構
造
で
優
れ
た
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
性

を
発
揮
し
、
コ
ス
ト
を
縮
減
で
き
ま
す
。
土
石

流
の
危
険
地
域
は
交
通
網
や
住
宅
地
な
ど
の
山

間
部
へ
の
拡
大
と
と
も
に
広
が
り
、
そ
の
被
害

は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
安
全
・

安
心
な
地
域
づ
く
り
に
貢
献
す
る
技
術
・
商
品

の
提
供
に
ま
い
進
し
て
い
き
ま
す
。

渓
流
な
ど
に
設
置
さ
れ
る
土
砂
災
害
防
止
の

た
め
の
砂
防
え
ん
堤
は
、
奥
深
い
山
間
部
に
建

設
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
従
来
工
法
で
は
現
地

で
掘
削
し
た
土
砂
の
処
理
や
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

な
ど
建
設
材
料
の
運
搬
が
制
限
さ
れ
、
建
設
コ

ス
ト
の
増
大
と
と
も
に
施
工
効
率
の
低
さ
が
課

題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
施
工
現
場
で
発
生
す

る
土
砂
を
建
設
材
料
と
し
て
使
用
で
き
れ
ば
、

運
搬
・
処
分
費
な
ど
コ
ス
ト
縮
減
と
と
も
に
、

施
工
現
場
の
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
化
に
よ
り
資

源
循
環
型
社
会
に
も
寄
与
で
き
ま
す
。
こ
こ
に

着
目
し
、
当
社
は「
S
B
ウ
ォ
ー
ル
工
法
」（
写
真

写真4　鋼製透過型えん堤の施工事例
 　　　  （雲仙・普賢岳）

写真3　鋼製透過型えん堤の土石流
　　　　捕捉事例（石川県）

5
）を
開
発
。
現
地
発
生
土
砂
を
セ
メ
ン
ト
と
水

で
攪
拌
・
混
合
固
化
し
た
砂
防
ソ
イ
ル
セ
メ
ン

ト
を
え
ん
堤
の
主
材
料
と
し
、
被
覆
性
に
優
れ

た
外
部
保
護
材（
軽
量
鋼
矢
板
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

ブ
ロ
ッ
ク
）を
組
み
合
わ
せ
た
構
造
で
、
耐
磨
耗

性
、
耐
衝
撃
性
、
耐
久
性
に
優
れ
た
製
品
を
提

鋼製スリットえん堤T型鋼製スリットダムB型

非越流部

基 礎

鋼
製
透
過
型
え
ん
堤 

安
全
・
安
心
と
環
境
保
全
と
の
両
立
を
目
指
す

Ｓ
Ｂ
ウ
ォ
ー
ル
工
法 

現
地
発
生
土
砂
の
活
用
で
緊
急
災
害
に
も
対
応

担当者が語る 土石流・津波対策ソリューション 担当者が語る 土石流・津波対策ソリューション 
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写真5　SBウォール工法施工事例
　　　　（北海道）

図5　セーフガードタワーのモデル図

供
し
て
い
ま
す
。

現
地
発
生
土
砂
の
品
質
は
多
種
多
様
で
す
が
、

ど
の
よ
う
な
場
合
で
も
え
ん
堤
の
要
求
品
質
を

満
た
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
当
社
で
は
、

1
0
0
0
ケ
ー
ス
に
及
ぶ
試
験
結
果
を
基
に
、

施
工
現
場
の
土
砂
を
有
効
活
用
す
る
た
め
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
し
、
工
法
の
信
頼
性
を
高
め

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
沖
縄
の
赤
土
砂
、
東

京
の
三
宅
島
や
北
海
道
の
有
珠
山
の
火
山
灰
な

ど
で
も
試
験
実
績
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
砂
防
え

ん
堤
と
し
て
の
品
質
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

ま
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
異
な
り
、
S
B

ウ
ォ
ー
ル
工
法
で
は
養
生
期
間
が
不
要
で
工
期

を
短
縮
で
き
、
施
工
性
に
も
優
れ
て
い
ま
す
。

2
0
0
4
年
10
月
に
発
生
し
た
新
潟
県
中
越
地

震
に
伴
う
旧
山
古
志
村
油
夫
地
区
の
土
砂
災
害

早
期
復
旧
対
策
で
は
、
従
来
工
法
に
比
べ
工
期

は
約
50
％
短
縮
、
コ
ス
ト
も
約
20
％
削
減
で
き

ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
の
復
旧
・
復
興
対
策

と
し
て
、
が
れ
き
を
材
料
と
し
た
河
川
堤
防
の

護
岸
、
海
岸
防
潮
堤
、
盛
土
擁
壁
の
緊
急
造
成

に
も
対
応
可
能
な
工
法
と
し
て
、
S
B
ウ
ォ
ー

ル
工
法
を
提
案
し
て
い
き
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
の
発
生
に
よ
り
津
波

対
策
が
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て

い
ま
す
。
地
震
発
生
か
ら
津
波
が
到
達

す
る
ま
で
の
時
間
的
猶
予
や
地
理
的
条

件
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
近
く
の
安
全

な
高
台
へ
の
避
難
が
困
難
と
想
定
さ
れ
る

地
域
は
日
本
各
地
に
数
多
く
あ
り
ま
す
。

当
社
が
提
案
す
る
津
波
避
難
タ
ワ
ー
の

「
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
タ
ワ
ー〈
S
G
タ
ワ
ー
〉」

は
、
当
社
グ
ル
ー
プ
の
技
術
力
を
結
集
し

開
発
し
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
商
品（
図
5
）で
す
。

津
波
に
対
す
る
構
造
安
全
設
計
指
針
を

示
し
た「
国
土
交
通
省
技
術
的
助
言
」に

準
拠
し
た
安
全
性
、
省
エ
ネ
工
法
に
よ
る

工
期
短
縮
、
機
能
美
を
兼
ね
備
え
た
デ

ザ
イ
ン
性
が
大
き
な
特
長
で
す
。

停電時にも電力供給できる
「太陽光発電照明柱」

避難者による群集荷重・転落
防止防護柵 （株）ニッケンフェ
ンス&メタルの「避難柵」

通風と採光を確保した高い意匠性の外装材
（株）ニッケンビルドの「日鉄ファインX」

耐震性と変形性能に
優れた角形鋼管
「UコラムBCR」

安全性の高い「コラム－H構造」と
ダイアフラム加工不要で省エネな「NDコア」

セ
ー
フ
ガ
ー
ド
タ
ワ
ー 

高
台
の
な
い
地
域
住
民
を
津
波
か
ら
救
う
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ものづくりの原点   科学の世界  特別企画

電
気
自
動
車
、
燃
料
電
池
自
動
車
な
ど
の

次
世
代
自
動
車
は
大
型
電
池
な
ど
を
搭
載
す

る
こ
と
か
ら
車
体
重
量
が
増
え
、
燃
費
向
上

の
た
め
に
よ
り
一
層
の
軽
量
化
が
求
め
ら
れ
る
。

ま
た
自
動
車
に
は
乗
員
や
歩
行
者
を
守
る
安

全
性
、
車
体
の
意
匠
性
の
ほ
か
、
購
入
し
や

す
い
価
格
レ
ベ
ル
が
求
め
ら
れ
、
こ
れ
ら
を
両

立
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
材
料
は
鉄
し
か
な
い
。

こ
の
自
動
車
用
鋼
材
の
開
発
に
取
り
組
む
の

が
鉄
鋼
研
究
所
の
研
究
員
だ
。

現
在
高
強
度
の「
超
ハ
イ
テ
ン
」へ
の
ニ
ー
ズ

が
高
ま
っ
て
い
る
が
、
こ
の
超
ハ
イ
テ
ン
を
開

発
す
る
際
の
課
題
は
、
高
強
度
化
に
よ
っ
て
低

下
す
る
加
工
性
の
維
持
・
向
上
に
あ
る（
図
1
）。

ボ
デ
ィ
に
使
用
さ
れ
る
超
ハ
イ
テ
ン
材
の

開
発
で
は
、
緻
密
な
結
晶
組
織
制
御
が
必
要

だ
。「
鋼
板
の
組
織
制
御
は
p
p
m
オ
ー
ダ
ー

で
の
成
分
設
計
だ
け
で
は
な
く
、
製
鉄
プ
ロ

セ
ス
各
工
程
の
操
業
条
件
の
最
適
化
な
ど
多

様
な
技
術
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
実
現
し
ま
す
。

ラ
ボ
試
験
、
解
析
技
術
を
駆
使
し
た
組
織
の

つ
く
り
込
み
や
、
実
機
試
験
を
行
っ
て
お
客

様
が
求
め
る
鋼
材
特
性
を
引
き
出
す
こ
と
が

私
の
役
割
で
す
」（
若
林
千
智
研
究
員
）。

新
日
鉄
で
は
鋼
材
開
発
に
と
ど
ま
ら
ず
、

そ
の
製
品
の
利
用
加
工
技
術
や
部
品
の
最
適

形
状
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
提

案
を
行
う
。
例
え
ば
、
高
張
力
鋼
板（
ハ
イ
テ

ン
）は
切
断
加
工
の
際
に
生
じ
る
切
断
面
の
割

れ
を
防
ぐ
た
め
、
穴
広
げ
性（
※
1
）な
ど
の
材

料
特
性
と
工
具
・
切
断
方
法
の
両
面
か
ら
最

適
化
が
求
め
ら
れ
る
。
松
野
崇
研
究
員
は「
材

料
物
性
や
工
具
形
状
な
ど
の
諸
デ
ー
タ
に
基

づ
い
て
、
解
析
が
難
し
い
割
れ（
破
壊
）現
象

を
F
E
M（
有
限
要
素
法
）で
数
値
計
算
し
て

い
ま
す
。
こ
の
結
果
か
ら
優
れ
た
材
質
と
最

善
の
切
断
方
法
を
導
き
出
し
ま
す
」と
語
る（
図

2
）。
薄
板
材
料
研
究
部
と
加
工
技
術
研
究
開

発
セ
ン
タ
ー
は
一
体
と
な
っ
た
技
術
開
発
を
強

化
し
、
総
合
力
で
迅
速
に
開
発
成
果
を
実
用

化
す
る
体
制
を
構
築
し
て
い
る
。
最
近
で
は

1
・
2
ギ
ガ
パ
ス
カ
ル
級
の
高
強
度
で
高
い

延
性
を
併
せ
持
つ
鋼
板
と
、そ
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
技
術
を
併
せ
て
提
供
す
る
こ
と
で
実
用
化

に
至
っ
て
い
る
。

一
方
、
重
要
保
安
部
品
で
あ
る
サ
ス
ペ
ン

シ
ョ
ン
な
ど
に
使
わ
れ
る
ば
ね
材（
線
材
）の

開
発
に
取
り
組
む
鈴
木
崇
久
研
究
員
は
、
今

後
の
海
外
と
の
価
格
競
争
激
化
を
踏
ま
え
て
、

合
金
元
素
の
使
い
方
を
熟
知
す
る
こ
と
で
、

高
価
な
合
金
元
素
の
使
用
量
を
削
減
し
つ
つ
、

熱
処
理
に
よ
る
組
織
制
御
で
鋼
材
を
高
強
度

化
す
る
こ
と
に
挑
ん
で
い
る
。「
腐
食
環
境
の

厳
し
い
自
動
車
の
足
回
り
の
懸
架
ば
ね
で
は
、

鋼
材
開
発
と
ば
ね
加
工
メ
ー
カ
ー
の
プ
ロ
セ

ス
改
善
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
部
品
に

な
っ
た
と
き
最
高
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス（
強
度

本
誌
で
は
２
０
１
１
年
12
月
号
に
お
い
て
、
研
究
開
発
誌『
新
日
鉄
技
報
』創
刊
1
0
0
周
年

を
記
念
し
特
集
を
掲
載
。
新
日
鉄
の
研
究
開
発
の
歩
み
を
振
り
返
り
、
今
後
進
む
べ
き
方
向

を
展
望
し
た
。
今
号
か
ら
は
、
新
日
鉄
の
技
術
基
盤
を
担
う
若
手
研
究
者
た
ち
の
取
り
組
み

に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、「
製
品
開
発
」「
プ
ロ
セ
ス
開
発
」「
原
理
原
則
の
追
求
」「
非
鉄
・
新
機

能
材
料
の
開
発
」「
環
境
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
開
発
」の
5
つ
の
切
り
口
で
事
例
を
連
載
で

紹
介
す
る
。
第
1
回
目
は
、
自
動
車
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
イ
ン
フ
ラ
分
野
の
製
品
開
発
に
お
い
て
、

「
鉄
の
機
能
と
使
い
方
を
極
め
る
」技
術
開
発
を
追
う
。

多
彩
な
技
術
開
発
で「
鉄
」を
極
め
る（
１
）

時
代
が
求
め
る「
機
能
」と

「
使
い
方
」を
追
求
す
る

※1　穴広げ性：鋼板に開けた穴を所定の工具でどこまで押し広げることができるかを示す指標。

鉄鋼研究所
薄板材料研究部 研究員
若林 千智（わかばやし・ちさと）
（材料工学専攻、2009年入社）

高強度で加工しやすい
ハイテンの
ソリューションを提供

CASE 1　自動車分野 
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新
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
期
待
さ
れ
る
洋
上

風
力
発
電
の
実
用
化
は
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

構
造
の
骨
格
に
も
か
か
わ
る
重
要
な
技
術
だ
。

そ
の
洋
上
風
力
発
電
に
お
い
て
、
欧
州
の
大

規
模
洋
上
フ
ァ
ー
ム
建
設
地
の
多
く
は
寒
冷

海
域
で
あ
る
。
ま
た
近
年
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
需

要
の
拡
大
に
伴
い
、
石
油
・
天
然
ガ
ス
な
ど

の
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
は
、
極
寒
地
域
で

も
開
発
・
生
産
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

こ
の
中
で
新
日
鉄
で
は
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
や
海

洋
構
造
物
に
使
用
さ
れ
る
厚
板
・
鋼
管
の
極

低
温
下
で
の
強
度
、
靭
性
、
変
形
能
の
向
上

を
目
指
し
研
究
開
発
を
進
め
て
い
る
。

こ
れ
ら
特
性
を
同
時
に
向
上
さ
せ
る
た
め
の

キ
ー
と
な
る
差
別
化
技
術
が
T
M
C
P（
※
2
）

だ
。
T
M
C
P
は
、
熱
間
圧
延
の
温
度
・
圧

下
量
を
制
御
す
る
制
御
圧
延
に
、
次
世
代
型

制
御
冷
却
装
置「
C
L
C
® 

│
μ
」を
駆
使
し
た

鉄鋼研究所 
加工技術研究開発センター 研究員　
松野 崇（まつの・たかし）
（航空宇宙工学専攻、2005年入社） 

鉄鋼研究所
棒鋼・線材研究部 研究員　
鈴木 崇久（すずき・たかひさ）
（マテリアル工学専攻、2009年入社） 

極低温の過酷な使用環境で
優れた鋼材特性を
発揮させる

CASE 2　エネルギー分野 

※2 TMCP：Thermo-Mechanical Control Process　加工熱処理法。従来の製造法に比べ、製造条件の制御範囲を広げ、結晶粒の飛躍的な微細化を可能にした。

図1　各種ハイテンの強度・延性バランス

図2　加工切断面のFEM解析例

写真1　ばね鋼のミクロ組織

焼入れマルテンサイト組織
鋼材中の微細な組織構造を制御することで、高強度化を図っている。

緻
密
な
温
度
管
理
を
組
み
合
わ
せ
た
製
造
プ

ロ
セ
ス
の
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
金
属

組
織
を
自
在
に
制
御
し
、
高
性
能
鋼
板
を
つ

く
り
込
む
こ
と
が
で
き
る
。

巨
大
な
鋼
管
杭（
板
厚
50
〜
1
2
0
㎜
、
直

径
4
m
超
）か
ら
な
る
風
力
発
電
設
備
の
海

中
部
基
礎
や
極
厚
材
を
用
い
る
海
洋
構
造
物

な
ど
で
は
、
高
い
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
、

マ
イ
ナ
ス
40
℃
と
い
う
極
限
レ
ベ
ル
で
の
靱

約
2
0
0
0
メ
ガ
パ
ス
カ
ル
）が
出
る
よ
う
に

工
夫
し
て
い
ま
す
」（
写
真
1
）。
ま
た
、
電
気

自
動
車
の
登
場
な
ど
自
動
車
の
駆
動
系
技
術

が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
、
部
品
加
工
メ
ー

カ
ー
と
の
情
報
共
有
と
協
業
を
密
に
し
て
、

先
を
見
据
え
た
新
た
な
材
料
開
発
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

新
日
鉄
で
は
設
計
段
階
で
の
シ
ー
ズ
提
案

も
含
め
て
、
自
動
車
の
進
化
を
先
取
り
す
る

産
業
間
連
携
を
さ
ら
に
深
化
さ
せ
、
激
化
す

る
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
の
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
を

今
後
も
維
持
し
続
け
て
い
く
。
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ものづくりの原点   科学の世界  特別企画

洋上風車 基礎部分

鉄鋼研究所 
厚板・鋼管・形鋼研究部 研究員　
長井 健介（ながい・けんすけ）
（マテリアル理工学専攻、2006年入社） 

鉄鋼研究所
厚板・鋼管・形鋼研究部 主任研究員
本間 竜一（ほんま・りゅういち）
（生産科学専攻、2002年入社）

性
が
求
め
ら
れ
る（
写
真
２
）。
こ
の
よ
う
な

高
靱
性
鋼
の
開
発
で
は
、
母
材
靱
性
だ
け
で

は
な
く
、
溶
接
熱
影
響
部
の
靱
性
確
保
が
極

め
て
重
要
だ
と
本
間
竜
一
主
任
研
究
員
は
語
る
。

「
溶
接
時
の
加
熱
に
伴
う
結
晶
粒
成
長
に
よ

る
靱
性
劣
化
を
抑
え
る
に
は
、
製
鋼
段
階
で

ナ
ノ
〜
ミ
ク
ロ
ン
サ
イ
ズ
の
超
微
細
粒
子
を

分
散
さ
せ
る
独
自
の
Hエ

イ

チ

タ

フ

T
U
F
F
®（
※
3
）が

有
効
で
す（
写
真
３
）。
ま
た
、
極
低
温
で
は
、

従
来
問
題
に
な
ら
な
か
っ
た
数
ミ
ク
ロ
ン
の

微
細
な
硬
質
第
二
相
に
よ
り
靱
性
が
大
き
く

低
下
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
ブ
レ

イ
ク
ス
ル
ー
す
る
た
め
に
私
た
ち
は
結
晶
粒

径
に
加
え
、
硬
質
第
二
相
の
影
響
を
最
小
限

に
す
る
合
金
成
分
設
計
、
T
M
C
P
条
件
を

追
求
し
て
い
ま
す
」。

写真3　HTUFF®に用いる超微細化合物の例

写真4　高変形能鋼管の敷設例

写真2　洋上風車と基礎部分

同
様
に
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
は
、
従
来
は
敷
設

さ
れ
な
か
っ
た
寒
冷
地
域
に
敷
設
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
。
寒
冷
地
域
の
中
で
も
、

凍
土
が
季
節
に
よ
っ
て
一
時
的
に
溶
け
る
不

連
続
凍
土
地
帯
で
は
、
地
盤
の
変
動
に
伴
い

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
用
鋼
管
は
曲
げ
変
形
を
受
け
る
。

こ
の
よ
う
な
敷
設
環
境
で
は
、
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
用
鋼
管
に
は
、
変
形
し
て
も
座
屈
・
破
断

し
な
い
変
形
能
が
強
く
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
変
形
能
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、

決
め
ら
れ
た
強
度
の
中
で
、
低
降
伏
強
度
で
、

か
つ
高
引
張
強
度
と
い
っ
た
難
易
度
の
高
い

特
性
が
必
要
だ
。
研
究
に
取
り
組
む
長
井
健

介
研
究
員
は「
T
M
C
P
技
術
を
駆
使
し
て
、

強
度
・
靭
性
・
変
形
能
の
複
合
特
性
を
満
足

す
る
金
属
組
織
を
、
い
か
に
つ
く
り
込
む
か

研
究
を
重
ね
て
い
ま
す
。
ラ
ボ
試
験
デ
ー
タ

を
も
と
に
、
成
形
に
よ
る
加
工
硬
化
特
性
の

変
化
ま
で
を
考
慮
に
入
れ
た
材
質
制
御
の
指

針
を
確
立
す
る
こ
と
で
、
強
度
と
靭
性
を
維

持
し
た
ま
ま
変
形
能
を
従
来
鋼
に
比
べ
て
約

1
・
3
倍
に
高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
開
発
に
よ
り
、
当
社
鋼
管
は
お
客
様
か

ら
高
い
評
価
を
受
け
、
高
変
形
能
鋼
管
と
し

て
最
大
規
模
の
数
量
で
あ
る
2
万
ト
ン
の
受

注
・
製
造
に
つ
な
が
り
ま
し
た
」と
成
果
を
語

る（
写
真
４
）。

新
日
鉄
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
の
基
盤
を

担
う
材
料
分
野
に
お
い
て
、
従
来
技
術
に
と

ら
わ
れ
な
い
高
性
能
鋼
材
を
開
発
し
て
い
く
。

※3 HTUFF®：Super High HAZ Toughness Technology with Fine Microstructure Imparted by Fine Particles　溶接熱影響部（HAZ）靭性制御技術。
溶接部の靭性を向上させ、高効率大入熱溶接でも優れた機械的特性を発揮する。

SKVパイプライン（サハリン－ハバロフスク－ウラジオストック間幹線）
に採用された高変形能鋼管

50nm 200nm

50nm

Mg含有酸化物

TiN

Ca含有酸化物

Mg含有硫化物
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社
会
イ
ン
フ
ラ
は
、
人
々
の
安
全
・
安
心
を

守
る
重
要
な
基
盤
で
あ
り
、
持
続
可
能
な
社
会

の
実
現
の
た
め
に
も
良
質
な
イ
ン
フ
ラ
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

新
日
鉄
で
は
イ
ン
フ
ラ（
土
木
・
建
築
）分
野

に
お
い
て
、
材
料
・
建
材
・
市
場
開
発
の
三
位
一

体
で
鋼
構
造
の
研
究
に
取
り
組
み
、
施
工
法
や

そ
の
後
の
運
用
な
ど
L
C
A
・
環
境
対
応
も
含

め
て
鉄
の
機
能
を
最
大
化
す
る
利
用
技
術
を
開

発
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
無
被
覆
で
耐
火
性
を
持
た
せ
た
耐

火
鋼（
※
4
）の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
合
金
の

成
分
設
計
な
ど
で
鋼
材
自
体
の
耐
火
性
能
を
追

求
す
る
一
方
、
施
工
性
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど

の
コ
ス
ト
面
を
考
慮
し
た
最
適
な
建
築
構
造
設

計
を
提
案
。
火
災
時
に
お
け
る
構
造
物
の
力
学

的
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
解
明
に
取
り
組
む
木
村
慧
研

究
員
は
、「
鋼
構
造
の
魅
力
を
さ
ら
に
高
め
る

た
め
、
材
料
・
構
造
・
遮
熱
の
3
つ
の
視
点
か

ら
模
型
実
験
に
よ
る
現
象
を
数
理
的
に
解
析
し

て
建
物
全
体
で
の
性
能
評
価
を
行
い
、
一
歩
進

ん
だ
鋼
構
造
建
築
物
の
無
耐
火
被
覆
化
に
挑
戦

し
て
い
ま
す
」と
語
る（
図
3
）。

ま
た
、
土
木
・
建
築
構
造
物
の
基
礎
と
な
る

鋼
管
杭
で
は
、
例
え
ば
、
施
工
業
者
と
連
携
し

て
実
物
の
打
設
試
験
を
実
施
し
、
騒
音
・
振
動

や
発
生
残
土
、
地
下
水
汚
染
な
ど
の
環
境
影
響

を
問
題
な
い
レ
ベ
ル
ま
で
極
少
化
で
き
る
新
工

法
を
開
発
し
て
い
る
。
さ
ら
に
狭
隘
地
で
も
施

工
で
き
る
省
ス
ペ
ー
ス
工
法
を
提
案
し
て
工
期

短
縮
を
図
る
な
ど
、
建
設
コ
ス
ト
削
減
を
含
め

た
鋼
管
杭
の
付
加
価
値
を
高
め
る
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
。
石
濱
吉
郎
主
任
研
究
員
は
開
発

プ
ロ
セ
ス
の
一
例
を
説
明
す
る
。

「
鋼
管
杭
の
施
工
時
や
使
用
時
の
挙
動
を
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
試
験
機
を
使
っ
た
ラ

ボ
実
験
で
、
地
盤
と
杭
の
相
互
的
な
挙
動
の
評

価
と
そ
の
発
生
機
構
を
解
明
し
て
、
杭
先
端
部

の
耐
力
な
ど
を
検
証
・
評
価
し
て
い
ま
す
。
そ

の
上
で
実
際
の
打
設
試
験
の
結
果
と
合
わ
せ
て
、

支
持
力
が
高
く
、
か
つ
迅
速
に
埋
設
で
き
る
杭

形
状
や
施
工
法
を
考
案
し
て
い
ま
す
」（
写
真
5
）。

現
在
採
用
実
績
を
伸
ば
す「
T
N
│

X
工
法
」（※
5
）

も
、
こ
う
し
た
研
究
開
発
・
改
良
プ
ロ
セ
ス
を

経
て
、
2
0
1
0
年
に
鋼
管
径
1
4
0
0
㎜
、

施
工
深
度
70
ｍ
ま
で
の
技
術
認
定
を
取
得
し
た
。

一
方
近
年
、
土
木
・
建
築
分
野
の
海
外
展
開

が
加
速
化
し
て
い
る
。
昨
年
5
月
に
は
、
ベ
ト

ナ
ム
に
鋼
管
杭
・
鋼
管
矢
板
工
場（
Ｎ
Ｐ
Ｖ
）を

設
立
し
、
従
来
Ｏ
Ｄ
Ａ（
政
府
開
発
援
助
）が
中

心
だ
っ
た
同
国
の
イ
ン
フ
ラ
分
野
で
建
材
の
本

格
的
な
普
及
活
動
を
開
始
し
た
。
石
濱
主
任
研

究
員
も
現
地
に
赴
き
、
現
場
試
験
の
計
画
・
実

施
に
よ
る
設
計
・
施
工
の
基
盤
づ
く
り
を
担
当

し
て
い
る
。
ま
た
建
築
分
野
に
お
い
て
も
、
世

界
各
地
で
発
生
す
る
地
震
や
火
災
に
対
応
で
き

る
、
耐
震
と
耐
火
の
両
面
で
優
れ
た
鋼
構
造
シ

ス
テ
ム
の
提
案
に
注
力
す
る
な
ど
、
新
日
鉄
で

は
今
後
、
海
外
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
向
け
の
技
術
開

発
を
さ
ら
に
強
化
し
て
い
く
予
定
だ
。

※4 耐火鋼：モリブデンなどの合金元素を添加することで高温特性を高めた建築用鋼材。600℃の環境下で常温設計基準強度の3分の2以上の降伏強度を持つ。
※5 TN-X工法：騒音・振動が少ない中掘り鋼管杭工法で、鋼管内に掘削ヘッド付スクリューを挿入して地盤内を掘進しながら鋼管杭を沈設する工法。杭先端部

にセメントミルクを噴射し、杭径の２倍程度の大きな根固め部（固化体）を造成することで高い支持力を発現する。

鉄鋼研究所 
鋼構造研究開発センター 研究員　
木村 慧（きむら・けい）
（建築学専攻、2009年入社） 

鉄鋼研究所
鋼構造研究開発センター 主任研究員
石濱 吉郎（いしはま・よしろう）
（土木工学専攻、2003年入社）

多彩な構造物や
施工法を提案し、
“鉄 ”の可能性を広げる

CASE 3　インフラ分野 

図3　耐火鋼の高温強度特性と
　　　適用例（体育館）

写真5　鋼管杭の現場での
　　　　載荷試験風景



人
の
役
に
立
つ
ビ
ジ
ネ
ス
を

│
│ 

わ
さ
び
の
に
お
い
で
火
災
を
知
ら
せ
る
臭
気
発
生
装
置
で
、

昨
年
イ
グ
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

わ
さ
び
に
意
外
性
が
あ
っ
た
よ
う
な
の
で
す
が
、
私
た
ち
か
ら
す

る
と
意
外
で
も
な
ん
で
も
な
い
ん
で
す
。
人
は
刺
激
が
な
い
と
起
き
ま

せ
ん
か
ら
、
わ
さ
び
の
つ
ー
ん
と
く
る
に
お
い
を
使
お
う
と
い
う
ア
イ

デ
ア
は
比
較
的
早
く
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
じ
つ
は
私
自
身
は
イ
グ
ノ
ー

ベ
ル
賞
と
い
う
の
は
名
前
も
知
ら
な
く
て
、「
ノ
ー
ベ
ル
っ
て
つ
く
か

ら
す
ご
い
の
か
な
」
と
思
っ
て
い
た
ら
反
響
が
す
ご
か
っ
た
（
笑
）。

こ
の
商
品
を
作
っ
た
の
は
、
火
災
で
亡
く
な
っ
て
い
る
半
数
が
耳
の
聞

こ
え
に
く
い
人
だ
と
教
え
ら
れ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
聴
覚
障
害
者

向
け
の
警
報
器
は
フ
ラ
ッ
シ
ュ
や
バ
イ
ブ
レ
ー
タ
で
知
ら
せ
る
も
の
が

中
心
で
す
が
、
寝
て
い
て
光
や
振
動
に
気
づ
か
な
い
こ
と
が
あ
る
。
そ

の
話
を
聞
い
た
と
き
熱
く
な
っ
て
、
そ
の
場
で
開
発
し
よ
う
と
決
め
ま

し
た
。
イ
グ
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
受
賞
で
い
ろ
い
ろ
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
が
、
私
た
ち
と
し
て
は
ど
れ
だ
け
社
会
貢
献
で
き
る
か
な

ん
で
す
。
も
と
も
と
そ
れ
が
起
業
の
目
的
で
す
か
ら
。

●
イ
グ
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞

ゲ
ス
ト
◉
株
式
会
社
シ
ー
ム
ス
代
表
取
締
役
社
長

漆
畑
直
樹
氏

プロフィール◉うるしはた・なおき
1964年（昭和39年）静岡県生まれ。19歳で起業し、85年電文社取締役、94年ラポール代表取締役、2000年ピクセン代表
取締役を経て、現在は株式会社シームス代表取締役社長。「香り」をテーマに、医療・環境・セキュリティなどの分野で研究 
開発を行っている。2011年、わさびのにおいで火災を知らせる臭気発生装置で、「人々を笑わせ、考えさせる研究」に贈られ
るイグノーベル化学賞を共同受賞した。
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働
く
こ
と
が

社
会
貢
献
だ
と

思
え
る
ビ
ジ
ネ
ス
を

目
指
す

働
く
こ
と
が

社
会
貢
献
だ
と

思
え
る
ビ
ジ
ネ
ス
を

目
指
す



わさびのにおいで火災を知らせる臭気発生装置
住宅用の火災警報器に臭気発生装置をつなげる仕組み。
警報器が作動すると臭気ガスを噴射する。滋賀医科大学精神
医学講座と共同で臨床試験を行ったところ、わさびの臭気ガス
を吸引することで覚醒することを立証。特に耳の聞こえにくい方
のほうが正常聴覚者より短時間で覚醒した。わさびに含まれる
アリルイソチオ
シアネートには、
痛みを感じる
神経（三叉神
経）を刺激する
作用があるた
め覚醒を助け
る効果がある。

│
│ 

わ
ず
か
19
歳
で
起
業
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。
最
初
か
ら
起
業
家
志

望
だ
っ
た
の
で
す
か
？

私
は
５
歳
の
こ
ろ
に
成
功
確
率
50
％
と
い
わ
れ
た
心
臓
手
術
を
受

で
し
た
が
、
そ
も
そ
も
視
覚
や
聴
覚
に
比
べ
、
嗅
覚
に
関
連
す
る

遺
伝
子
は
非
常
に
複
雑
。
調
べ
た
ら
研
究
も
ほ
と
ん
ど
進
ん
で
い
な

い
状
態
で
し
た
。
で
も
、
も
し
香
り
で
が
ん
の
早
期
発
見
が
で
き
れ

ば
姉
も
死
な
ず
に
す
ん
だ
か
も
し
れ
な
い
│
│
そ
う
思
い
、
香
り

の
研
究
を
し
よ
う
と
決
意
し
ま
し
た
。
会
社
と
し
て
は
が
ん
の
に
お

い
の
検
知
が
大
き
な
目
標
の
一
つ
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
携
帯
電
話
の

着
信
を
香
り
で
知
ら
せ
る
携
帯
ス
ト
ラ
ッ
プ
や
香
り
の
出
る
絵
本
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
商
品
を
作
っ
て
き
ま
し
た
。

│
│ 

社
会
に
貢
献
し
な
が
ら
利
益
も
あ
げ
る
。
そ
の
バ
ラ
ン
ス
は
難

し
そ
う
で
す
ね
。

難
し
い
で
す
（
笑
）。
会
社
も
小
さ
い
で
す
か
ら
。
た
だ
、
皆
さ
ん

思
い
出
し
て
ほ
し
い
の
で
す
が
、
中
学
生
の
と
き
に
世
の
中
の
構
造
を

習
い
ま
す
よ
ね
。
企
業
は
社
会
に
支
え
ら
れ
て
利
益
を
上
げ
、
税
金

や
よ
り
良
い
商
品
と
し
て
そ
れ
を
還
元
す
る
。
で
も
今
は
自
分
た
ち

さ
え
儲
か
れ
ば
い
い
と
い
う
〝
金か

ね

本
位
制
〞
ば
か
り
が
強
く
な
っ
て
い

る
で
し
ょ
う
。
僕
ら
は
働
い
て
い
る
こ
と
そ
の
も
の
が
社
会
貢
献
だ
と

感
じ
ら
れ
る
ビ
ジ
ネ
ス
を
や
り
た
い
ん
で
す
。
格
好
つ
け
て
る
と
言
わ

れ
た
ら
そ
れ
ま
で
で
す
が
、
中
学
校
の
教
科
書
に
書
い
て
あ
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
だ
け
。
そ
の
思
い
は
変
わ
ら
な
い
で
す
ね
。

│
│ 

最
後
に
こ
れ
か
ら
の
抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

が
ん
の
に
お
い
の
検
知
で
は
、
ま
ず
乳
が
ん
を
対
象
に
研
究
を
進

め
て
い
て
、
す
で
に
７
つ
の
香
り
成
分
は
見
つ
け
ま
し
た
。
将
来
は

例
え
ば
検
知
キ
ッ
ト
を
携
帯
電
話
に
搭
載
し
て
、
簡
単
に
体
臭
と

呼
気
で
診
断
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
香
り
を
コ

ア
に
し
な
が
ら
い
ろ
い
ろ
な
研
究
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
と
に

か
く
人
の
役
に
立
つ
製
品
を
つ
く
り
、
社
会
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
存

在
に
な
る
こ
と
が
目
標
で
す
。
ま
た
今
後
は
、
す
で
に
ス
タ
ー
ト 

し
て
い
る
幹
細
胞
を
用
い
た
再
生
医
療
支
援
事
業
に
も
注
力
を
し

て
い
き
ま
す
の
で
、
さ
ら
に
多
く
の
人
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
引
き

続
き
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

け
て
い
ま
す
。
無
事
成
功
し
た
の
で
す
が
、
手
術
の
た
め
に
い
っ
た

ん
心
臓
が
止
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
と
き
父
が
私
に
言
っ
た
の
が
、「
お

ま
え
の
い
の
ち
は
一
度
止
ま
っ
た
ん
だ
よ
。
だ
か
ら
あ
と
は
人
の
た

め
に
生
き
た
っ
て
い
い
ん
だ
よ
」。
も
ち
ろ
ん
５
歳
だ
か
ら
意
味 

な
ん
て
わ
か
ら
な
い
。
で
も
ず
っ
と
そ
の
言
葉
が
頭
の
片
隅
に
残
っ

て
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。
他
人
に
は
言
い
ま
せ
ん
で
し
た
け
ど
、
だ
ん

だ
ん
人
の
た
め
に
生
き
た
い
っ
て
気
持
ち
が
芽
生
え
て
き
て
。
医
者

に
な
る
こ
と
を
目
指
し
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
叶
わ
ず
、
な
ら

ば
ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
で
人
の
役
に
立
と
う
と
考
え
ま
し
た
。

姉
の
病
気
を
き
っ
か
け
に
香
り
の
世
界
へ

│
│ 

香
り
を
ビ
ジ
ネ
ス
の
テ
ー
マ
に
さ
れ
た
の
は
な
ぜ
で
す
か
？

起
業
当
初
は
発
電
機
や
省
エ
ネ
関
連
機
器
の
開
発
な
ど
を
し
て

い
た
の
で
す
が
、
10
数
年
前
に
姉
を
が
ん
で
亡
く
し
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
す
。
姉
の
看
病
を
し
て
い
た
あ
る
と
き
彼
女
を
抱
え
上
げ
た

ら
、
身
体
か
ら
新
緑
の
に
お
い
が
し
た
ん
で
す
ね
。
が
ん
患
者
に
特

有
の
に
お
い
が
あ
る
こ
と
は
、
医
者
の
間
で
は
よ
く
知
ら
れ
た
事
実

周期表をよく見ると否定を表す接頭辞「Ig（イグ）」の字が。
ノーベル賞のパロディとして、1991年に創設され、世界中の
さまざまな分野の研究の中から「人 を々笑わせ、そして考
えさせる業績」に対して贈られる。ノーベルに「Ig」をつけ
た造語で、「ignoble」（下等な、下品な）を掛けたジョーク。
受賞者は、ハーバード大学サンダーズ・シアターで行われる
授賞式で、聴衆を笑わせるユーモアあるスピーチをしなけ
ればならない。

イグノーベル賞の賞状と副賞
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新
日
鉄
が
展
開
す
る
薄
板
軽
量

形
鋼
造「
ニ
ッ
テ
ツ
ス
ー
パ
ー
フ

レ
ー
ム
®

工
法
」（
N
S
F
工
法
）が
、

東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
方

を
対
象
と
し
た
住
宅
に
採
用
さ
れ

た
。
日
鉄
物
流
釜
石（
株
）が
被
災

し
た
社
員
用
と
し
て
岩
手
県
釜
石

市
に
建
設
す
る
社
宅
で
、
昨
年
11

月
に
着
工
し
今
年
3
月
中
に
完
工

す
る
予
定
。
建
設
工
期
が
短
く
、

耐
久
性
や
経
済
性
に
も
優
れ
る
同

工
法
で
、
東
北
地
区
に
お
け
る
復

興
住
宅
の
迅
速
な
整
備
に
貢
献
し

て
い
く
。

新
日
鉄
の
直
線
形
鋼
矢
板
を
用

い
た「
鋼
矢
板
セ
ル
工
法
」が
、
香

港
人
工
島
建
設
工
事
の
護
岸
構
造

用
と
し
て
採
用
さ
れ
る
。
1
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
直
線
形
鋼
矢
板
が
約

10
万
ト
ン
使
用
さ
れ
る
の
は
過
去

最
大（
東
京
湾
横
断
道
路
の
木
更

津
人
工
島
建
設
工
事
で
約
2
万
ト

ン
）。
今
後
と
も
新
興
国
や
資
源

国
を
中
心
に
大
型
イ
ン
フ
ラ
整
備

事
業
が
期
待
さ
れ
る
海
外
建
設
市

場
で
、
直
線
形
鋼
矢
板
の
さ
ら
な

る
拡
販
に
注
力
し
、
各
国
の
社
会

資
本
整
備
に
貢
献
し
て
い
く
。

東
京
ゲ
ー
ト
ブ
リ
ッ
ジ（
東
京
・

江
東
区
）が
2
月
12
日
に
開
通
し

た
。
同
橋
梁
に
は
新
日
鉄
の
高

性
能
鋼
材「
S
B
H
S
鋼
」が
約

1
万
6
5
0
0
ト
ン
採
用
さ
れ
、

高
強
度
に
よ
る
軽
量
化
と
高
い

溶
接
性
に
よ
る
現
場
溶
接
作
業
の

効
率
化
で
、
従
来
鋼
材
に
比
べ
鋼

材
重
量
で
3
％
低
減
、
ト
ー
タ
ル

コ
ス
ト
で
12
％
縮
減
に
貢
献
。
世

界
初
と
な
る
全
溶
接
の
大
型
ト
ラ

ス
・
ボ
ッ
ク
ス
複
合
橋
梁
を
支
え

て
い
る
。

東
日
本
大
震
災
で
大
量
に
打
ち

上
げ
ら
れ
た
津
波
堆
積
土
が
、
国

土
交
通
省
の
仙
台
港
岸
壁
災
害

復
旧
工
事
の
地
盤
嵩
上
げ
用
の

路
床
材
と
し
て
試
験
活
用
さ
れ

た（
1
4
0
ト
ン
）。
こ
れ
は
新
日

鉄
と
新
日
鉄
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

（
株
）が
改
質
し
た
津
波
堆
積
土
で
、

港
湾
設
備
の
埋
戻
材
料
や
海
岸
堤

防
や
道
路
の
盛
土
材
料
な
ど
建
設

資
材
と
し
て
広
く
有
効
利
用
が
可

能
。
新
日
鉄
グ
ル
ー
プ
は
国
や
自

治
体
へ
復
興
資
材
と
し
て
の
活
用

を
広
く
働
き
か
け
て
い
く
。

新
日
鉄
の
西
山
将
士
選
手
が
、

1
月
15
日
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
ア

ル
マ
テ
ィ
で
行
わ
れ
た
ワ
ー
ル
ド
マ

ス
タ
ー
ズ
の
男
子
90
㎏
級
で
初
優

勝
し
た
。
西
山
選
手
は
柔
道
グ
ラ

ン
ド
ス
ラ
ム
東
京
2
0
1
1
、
柔

道
グ
ラ
ン
プ
リ
・
チ
ン
タ
オ
に
続
き
、

連
勝
を
収
め
て
い
る
。

G
GROUP CLIP

薄
板
営
業
部　

住
宅
建
材
開
発
グ
ル
ー
プ

 
０
３
│
６
８
６
７
│
５
３
２
５

総
務
部
広
報
セ
ン
タ
ー

 
０
３
│
６
８
６
７
│
２
１
４
６

総
務
部
広
報
セ
ン
タ
ー

 
０
３
│
６
８
６
７
│
２
１
４
６

総
務
部
広
報
セ
ン
タ
ー

 
０
３
│
６
８
６
７
│
２
１
３
５

技　術

技　術

技　術

技　術

スポーツ

改
質
し
た
津
波
堆
積
土
が

災
害
復
旧
工
事
に
活
用

柔
道
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ

西
山
選
手
が
優
勝

「
Ｎ
Ｓ
Ｆ
工
法
」が

東
日
本
大
震
災
復
興
住
宅

に
採
用

「
鋼
矢
板
セ
ル
工
法
」が

過
去
最
大
規
模
で

香
港
イ
ン
フ
ラ
に
採
用

「
Ｓ
Ｂ
Ｈ
Ｓ
鋼
」採
用
の
東
京

ゲ
ー
ト
ブ
リ
ッ
ジ
が
開
通

写真提供：日本柔道連盟
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第
22
回
新
日
鉄
音
楽
賞
の
受
賞

者
が
2
月
6
日
に
決
定
し
た
。
フ

レ
ッ
シ
ュ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
賞
に
萩
原

麻
未
氏（
ピ
ア
ノ
）、
特
別
賞
に
室

井
摩
耶
子
氏（
ピ
ア
ノ
）が
選
ば
れ

た
。
贈
呈
式
・
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

は
7
月
9
日
、
東
京
・
千
代
田
区

の
紀
尾
井
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る
。

日
豪
経
済
委
員
会（
会
長・三
村
明
夫

新
日
鉄
会
長
）で
は
、設
立
50
周
年
記
念

事
業
と
し
て
、貿
易
、経
済
、教
育
、文
化
、

外
交
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
切
り
口
か
ら
、

「
こ
れ
か
ら
の
日
豪
関
係
を
考
え
る
」を

テ
ー
マ
に
論
文
を
募
集
し
て
い
る
。
5

月
31
日
必
着
。
募
集
概
要
は
次
の
通
り
。

■ 

応
募
資
格　

年
齢
・
国
籍
不
問

■ 

賞　

日
豪
経
済
委
員
会
会
長
賞
1
点

　

 （
賞
金
50
万
円
）、
審
査
委
員
長
賞
1
点

　

 （
賞
金
20
万
円
）、
い
ず
れ
も
副
賞
あ
り

■ 

言
語
・
字
数　

日
本
語
1
万
字
以
内
、

　

 

英
語
4
0
0
0
ワ
ー
ド
以
内

※
日
豪
経
済
委
員
会　

日
本
商
工
会
議
所
、
経
済
団

体
連
合
会
、
日
本
貿
易
会
、
日
本
貿
易
振
興
会
の
4

団
体
が
中
心
と
な
り
1
9
6
3
年
2
月
に
設
立
さ
れ
た
、

最
も
歴
史
の
あ
る
二
国
間
経
済
委
員
会
の
一
つ
。

新
日
鉄
の
も
の
づ
く
り
の
魅
力

を
わ
か
り
や
す
く
紹
介
し
た『
鉄
と

鉄
鋼
が
わ
か
る
本
』（
日
本
実
業
出

版
社
）が
、
2
0
0
4
年
初
版
か
ら

累
計
で
5
万
部
を
突
破
し
た
。
理

工
書
全
般
で
も
類
を
見
な
い
発
行

部
数
で
、
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
と
な
っ

て
い
る
。
同
書
は
本
誌
連
載「
も
の

づ
く
り
の
原
点
│
科
学
の
世
界
」を

再
編
集
し
、一
冊
に
ま
と
め
た
も
の
。

お
客
様
を
は
じ
め
社
内
外
で
好
評

で
、
会
社
の
新
人
研
修
、
大
学
の

講
義
で
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。

新
日
鉄
が
出
資
す
る
中
国
の
ブ

リ
キ
事
業
会
社「
広
州
太
平
洋
馬
口

鉄
有
限
公
司（
P
A
T
I
N
）」が
、

1
9
9
7
年
2
月
の
操
業
開
始
以
来
、

鋼
材
生
産
出
荷
で
累
計
2
0
0
万
ト

ン
を
達
成
し
た
。
中
国
で
は
今
後
ま

す
ま
す
高
品
位
の
ブ
リ
キ
需
要
が

増
加
す
る
見
込
み
で
、
こ
れ
ま
で
の

活
動
を
ベ
ー
ス
に
一
層
安
定
し
た
品

位
と
生
産
の
取
り
組
み
を
継
続
し
、

お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
。

名
古
屋
製
鉄
所
の
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
に
向
け
た
総
合
的
な
取
り

組
み
が
、「
２
０
１
２
愛
知
環
境
賞
」

金
賞
を
受
賞
し
た
。
新
日
鉄
は
製

鉄
イ
ン
フ
ラ
を
最
大
限
活
用
し
た

リ
サ
イ
ク
ル
・
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
を
全
社
で
推
進
し
て
い
る
。
名

古
屋
で
は
、
製
鉄
過
程
で
発
生
し
、

こ
れ
ま
で
リ
サ
イ
ク
ル
が
困
難
だ
っ

た
ス
ラ
ッ
ジ
類
の
完
全
リ
サ
イ
ク
ル

技
術
を
開
発
・
実
用
化

し
、
一
貫
製
鉄
所
で
の

ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
体

制
を
確
立
。
廃
棄
物
の

大
幅
な
削
減
、
省
資
源

効
果
と
と
も
に
、
幅
広

い
業
界
へ
の
波
及
効
果

が
期
待
で
き
る
こ
と
が

高
く
評
価
さ
れ
た
。

www.nsc.co.jp
新日本製鉄発信のプレスリリースは、
ホームページに全文が掲載されています
のでご参照ください。
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■ 日時・場所
4月27日　ヴェライゾン・ホール
（キンメルセンター/フィラデルフィア）
4月29日　ナショナル・ギャラリー・オブ・アート
（ワシントンD.C.）
5月1日　サンダーズ・シアター
（ハーバード大学／ボストン）
5月2日　アリス・タリー・ホール
（リンカーン・センター／ニューヨーク）

■ 出演者
紀尾井シンフォニエッタ東京
ティエリー・フィッシャー（指揮）
小菅優（ピアノ）（第13回新日鉄音楽賞
フレッシュアーティスト賞受賞者）

■ 曲目 
モーツァルト：
　● 歌劇「フィガロの結婚」序曲KV492
　● ピアノ協奏曲第22番変ホ長調KV482
ベートーヴェン：
　● 交響曲第3番変ホ長調Op.55「英雄」

お問い合わせ先
公益財団法人新日鉄文化財団
TEL 03-5276-4500
米国公演鑑賞ツアーお問い合わせ先
株式会社読売旅行　法人営業課　
TEL 03-6859-4344

　東京市（当時）からワシントン
D.C.とニューヨークにそれぞれ
3,000本の桜が寄贈されてから100
年を迎える今年4月、紀尾井シン
フォニエッタ東京が待望の米国デ
ビューを果たします。
　ワシントンD.C.の国立美術館ナ
ショナル・ギャラリー・オブ・アー
トから正式招聘された、日米桜寄
贈100周年記念音楽祭のクロージ
ング・コンサートをはじめ、東海
岸4大都市での公演と重度自閉症
児の教育施設・ボストン東スクー
ルでのアウトリーチ演奏を予定し
ています。
　なお、米国でのチケットの売り
上げは、東日本大震災の被災地の
音楽活動に対する復興支援金とし
て寄付する予定です。

スケジュール

紀尾井シンフォニエッタ東京
米東海岸4大都市で初公演

日米友好の象徴
桜寄贈100周年記念音楽祭

に出演

メセナ

告　知

刊行物

経　営

経　営

中
国
・
ブ
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キ
事
業
会
社
が

生
産
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荷
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０
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達
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名
古
屋
製
鉄
所
が

２
０
１
２
愛
知
環
境
賞
を

受
賞

新
日
鉄
音
楽
賞
の

受
賞
者
が
決
定

日
豪
経
済
委
員
会
が

50
周
年
記
念
懸
賞
論
文
を

募
集

『
鉄
と
鉄
鋼
が
わ
か
る
本
』

が
５
万
部
突
破

 
 
 

大村秀章愛知県知事（左）と宮坂明博名古屋製鉄所長

フレッシュアーティスト賞
萩原麻未氏
（ピアノ）

特別賞
室井摩耶子氏
（ピアノ） ©小島由起夫 ©Akira Muto
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編
集
発
行
人
   総
務
部
広
報
セ
ン
タ
ー
所
長
　
 高
橋
 望
  ／
 企
画
・
編
集
・
デ
ザ
イ
ン
・
印
刷
　
株
式
会
社
日
活
ア
ド
・
エ
イ
ジ
ェ
ン
シ
ー

●
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
、
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
FAX
:03-6867-3597

●
本
誌
掲
載
の
写
真
お
よ
び
図
版
・
記
事
の
無
断
転
載
を
禁
じ
ま
す
。

多和 圭三 （たわ・けいぞう）
 作者プロフィール／ 1952年愛媛県大三島生まれ。日本大学芸術学部美術学科卒業。
81年に真木画廊で初個展を開催。以来、鉄を叩くことを通して制作を続ける。全国
の画廊や美術館で個展を開催するほか、米国、韓国、バングラデシュでも作品が紹
介されている。94年には新日鉄本社にて開催された「第3回 STEEL ART展」に出品。
95年タカシマヤ文化基金新鋭作家奨励賞受賞。2003年第33回中原悌二郎賞優秀賞
受賞。07年文化庁買上優秀美術作品。09年より多摩美術大学教授、現在に至る。
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